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社会的排除としてのいじめの類型化 
―社会的欲求の阻害と社会的痛みからの理解― 

下斗米淳（専修大学） 
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 社会的排除（social exclusion）は，人の基本的な
社会的欲求の充足を阻害する（e.g., Williams & Zadro, 
2005）ため，心身両面で社会的痛み（social pain）

を生じさせる（Eisenberger, et al, 2003; MacDonald & 
Leary, 2005）ことが示されてきた。いじめはこの社
会的排除の１つのエピソードと捉えられる（Leary, 
2005）が，いじめ事態において阻害を受ける社会
的欲求の違いにより，いじめ様態と社会的痛みは
一様であるとは考えられない。そこで本研究では，
いじめについて，社会的欲求の阻害状態から事態
を類型化し，それぞれの事態のいじめ様態と社会
的痛みの特徴を探索することが目的であった。 

方   法 
調査委対象者 東京，神奈川，埼玉，福島，石川，
兵庫の計８校の大学生431名に回答依頼し，いじめ
事態を想定した207名（男性63名，女性144名，順に平
均年齢19.54歳，19.58歳）を分析対象とした。 
質問紙構成 １．フェース・シート：性別や年齢
等を尋ねた。２．教示と排除場面の想定：Leary
（ 2005）に従い，低い関係性評価（relational 
evaluation）を受けた実際の経験１つについて自由
記述を求めた。３．経験時期：経験した時期を尋
ねた。４．排除エピソード：排除，排斥，いじめ，
裏切り等９エピソードそれぞれについて，想定場
面が当てはまる程度を“全く当てはまらない”（＋
1）から“極めて当てはまる”（＋7）までの７件法
で尋ねた。５．PANAS-X（情緒）：Watson and Clark
（1994）から General Negative Affect６次元及び
Surprise 次元の32項目に“気持ちが傷つけられた”
“ショックな”等７項目の計39項目について，“全
く当てはまらない”（＋1）から“極めて当てはまる”
（＋7）までの７件法で尋ねた。６．社会的欲求充
足（欲求充足）：Jamieson, et al（2010）による所属
（belonging），存在有意味さ（meaningful existence），
自尊感情（self-esteem），統制（control）の20項目と，
アイデンティティとサポート各６項目の計32項目
について，当てはまる程度を“全く当てはまらな
い”（＋1）から“極めて当てはまる”（＋7）までの
７件法で尋ねた。なお，他に質問が設定されてい
たが，本研究の目的に照らし報告を割愛する。 

結   果 
合成得点の算出 情緒７次元及び欲求充足６種に
ついて平均評定値を各尺度得点とした。 
いじめ事態類型 欲求充足得点をもとにサンプル
クラスタ分析（Ward 法）を行い，明確な特徴をもつ
６クラスタを析出した。その上で，各欲求充足得
点をＺ得点に変換した後，６クラスタの社欲求充
足得点に対して多要因分散分析を行った。Box 検
定は有意（M＝238.49，p＜.01）であったため社会的
欲求得点毎，クラスタ１要因分散分析を行った。
Table 1よりクラスタ(CL)1は，所属など社会的カ
テゴリの喪失が窺われることから「社会性喪失型」
と解釈した。CL2は，サポート以外は阻害されてい
ることから「自律性喪失型」，CL3については，ア
イデンティティは充足されているものの，所属や

自尊，統制が強く阻害されているため自己の孤立
化を意識せざるを得ない事態として「孤立アイデ
ンティティ型」と命名した。CL4は全てに強く阻害，
逆に CL5はいずれも影響がないかむしろ充足され
続けていることから，順に「重度型」「軽度型」と
解した。CL6は，統制と自尊のみに阻害があり，道
具性／機能性が脅威にさらされている「効力感喪
失型」と考えられた。 

 

 Table 2には，類型毎に，想定場面を経験した時
期についての内訳を示す。 
いじめ様態と社会的痛み 類型毎に，いじめ／社
会的痛みが，他の排除エピソード／情緒のいずれ
により，より良く説明されるかを検討するため，
「いじめ」評定値／「気持ちが傷つけられた」評
定値を目的変数，８エピソードの評定値／７情緒
得点を説明変数とする重回帰分析（強制投入法）を
行った。その結果，有意な標準化偏回帰係数を示
したエピソード及び情緒は Table 3の通りであっ
た。 

 

考   察 
 本研究結果からは，社会的欲求の阻害状況によ
って，多様ないじめ類型が見出された。また特に，
捨てられや裏切りを伴ういじめや，排斥とともに
汚名・恥辱を与えるいじめは，自尊感情や統制に
加えて自身の存在意味をも見失わせかねない重大
な事態を引き起こす可能性も窺われた。類型に応
じた介入と援助の方策を検討する必要性があろう。 
 今後，排除場面の構造（e.g., Leary, 2005）とい
じめ様態及び阻害欲求との規定性を詳細に検討し
ていくことが，いじめによる一次的・二次的障害
を理解する上の検討課題とされよう。 

Table 2　各類型の経験時期の内訳

大学 高校 中学 小学
CL1:社会性喪失型 4 (30.77%) 1 ( 7.69%) 5 (38.46%) 3 (23.68%)
CL2:自律性喪失型 11 (17.46%) 7 (11.11%) 13 (20.63%) 32 (50.79%)
CL3:孤立アイデンティティ型 4 (12.50%) 4 (12.50%) 8 (25.00%) 16 (50.00%)
CL4:重度型 2 ( 6.67%) 3 (10.00%) 14 (46.67%) 11 (36.67%)
CL5:軽度型 14 (40.00%) 9 (25.71%) 6 (17.14%) 6 (17.14%)
CL6:効力感喪失型 10 (29.41%) 3 ( 8.82%) 7 (20.59%) 14 (41.18%)

Table 3　いじめ/傷つきへの重回帰分析結果

エピソード 情緒
CL1:社会性喪失型 排斥** 悲しみ***，恥ずかしさ**，敵意**，罪悪感*
CL2:自立性喪失型 排除***，捨てられ***，裏切り** 驚き**，敵意**，悲しみ*
CL3:孤立アイデンティティ型 排斥**，裏切り** 驚き***，疲労感**
CL4:重度型 汚名・恥辱**，排斥* 驚き**，恐れ**
CL5:軽度型 孤独*** 驚き***，敵意**
CL6:効力感喪失型 汚名・恥辱** 悲しみ**
Note, * p<.1; ** p<.05; ** p<.01

Table 1　いじめクラスタの社会的欲求充足得点（標準偏差）

所属 意味 統制 自尊 アイデンティティ サポート N
CL1:社会性喪失型 2.85(.58)a 4.62(.90)a 3.40(.75)a 2.92(.72)a 3.56(.55)a 2.91(.93)a 13(6.28%)
CL2:自律性喪失型 2.10(.62)b 2.37(.82)b 2.46(.62)b 1.82(.52)b 2.80(.54)b 3.15(.92)a 62(30.43%)
CL3:孤立アイデンティティ型 2.34(.72)a 3.00(.88)b 2.21(.50)b 1.98(.51)b 4.08(.79)a 3.55(.60)a 32(15.46%)
CL4:重度型 1.37(.47)b 1.26(.35)c 1.70(.65)d 1.45(.54)c 1.94(.78)b 1.86(.59)b 30(14.49%)
CL5:軽度型 3.55(.95)a 4.09(1.02)a 4.05(.74)e 3.89(.62)d 4.07(.933)a 4.67(.94)c 35(16.91%)
CL6:効力感喪失型 3.38(.84)a 3.71(.69)a 2.96(.43)a 2.41(.56)a 4.69(.83)c 4.99(1.11)c 34(16.34%)

F(5,201)=44.63 F(5,201)=64.13 F(5,201)=61.35 F(5,201)=83.97 F(5,201)=62.59 F(5,201)=56.14
* F 値は全てp <.001

** 異なるアルファベット間に有意差あり

*** 表中の数字が低いほど欲求阻害の大きいことを示す
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